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日本労働ペンクラブの 2026年度春の宿泊交流見学会に参加し、長野県松本市から岐阜県

高山市にまたがる野麦峠を訪ねた。今回の見学会は、「あゝ野麦峠、殖産興業を支え近代

化の礎となった製糸工女の故郷飛騨への道」が労働遺産として認定されたことを記念して

行われたものであった。  

初日は希望者による岡谷蚕糸博物館の見学に参加した。館内では、諏訪地方が日本有数

の製糸業地帯として発展した歴史が丁寧に紹介されていた。生糸が明治日本の主要輸出品

として外貨を稼ぎ、日本の近代化を支えたことは知識として理解していたが、その裏に若

い工女たちの過酷な労働が存在したことを改めて実感した。また博物館には実際に生産を

行っている製糸所が併設されており、そこで働く従業員の方々に自由に質問することが出

来、より一層理解を深めることが出来た。博物館では実物の「カイコ」が飼育されてい

た。私が小さいころ隣の農家で「カイコ」を飼っていたので、「カイコ」の臭いや桑の葉を



食べる音を思い出した。 

その後、松本市歴史の里に移築保存されている工女宿「宝来屋」を見学した。飛騨から

峠を越えて岡谷へ向かう工女たちが宿泊した建物であり、一部屋に多くの工女が一緒に寝 

泊まりたしたという説明や簡素な造りから、彼女たちの置かれた厳しい生活環境が想像さ

れた。 

翌日私はバス班として野麦峠へ向かった。標高 1600メートルを超える峠は五月下旬と

は思えないほど空気が冷たかった。労ペン参加者の中に奥さんの助言でコートと手袋を持

参している人がいてうらやましかった。工女たちが雪や氷の中を草鞋で越えていった時は

もっと寒かっただろうと思った。会場となった「お助け小屋前広場」には、「あゝ野麦

峠」の石碑や政井兄妹像などが建立されており、病に倒れた政井みねが兄に背負われ、故

郷飛騨を望みながら息絶えたという逸話は深く心に残った。  

野麦峠まで 1.3kmの山道を登ってきた当時の工女に仮装した小中学生が野麦峠に到着し

てから式典が開始された。式典では、まず、田中高山市長が「今年で野麦峠祭りは第 44 回

を迎えた。昨年は天候が悪かったが、今年は問題なく実施できてよかった。祭りを実施す

るにあたってはたくさんの方々にいろいろと努力していただいた。その方々を代表して皆

様方を歓迎したい。」とあいさつした。次に大島松本市アルプスリゾート整備本部長は「今

年の 1 月に野麦峠祭りや製糸工女の峠越えに関する石碑や石像が『労働遺産』として認定

された。本日は労働ペンクラブから 22 名の方々に参加いただいており、感謝している。

地元としてもこれらの遺産を後世に何としても伝えていかなければならないと考えてい

る。」とあいさつした。続いて植木日本労働ペンクラブ代表は「日本労働ペンクラブは発

足から 45 年経つ専門家集団であるが、我々は世の中から忘れられた、また、忘れられよ

うとしている遺跡等を今後とも『労働遺産』として認定し、後世に伝える活動をしていき

たい。」と述べた 

その後、高林岡谷蚕糸博物館館長による講演があった。館長は生糸の歴史や岡谷の製糸

業が日本の近代化の中で果たした役割について講演した。また、祖母が岐阜県から岡谷に

やってきた工女であったという人も登壇し、祖母は「ああ野麦峠」の映画とは違い、岡谷

の人々は親切で大切にしてもらったと常々喋っていたと話した。糸引き工女の唄やイササ

踊りなども披露された。  

今回の見学会を通じて、日本の近代化を支えた重要な労働者であったことを強く認識し



た。野麦峠に立ち、当時の工女たちが見たであろう飛騨の山並みを眺めながら、歴史を語

り継ぐことの大切さを改めて実感した旅であった。 

 


